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冬の花の女王冬の花の女王冬の花の女王

サザンカサザンカサザンカ

花言葉は…困難に立ち向かう花言葉は…困難に立ち向かう
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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
野
市
民
の
皆
様
も
苦
し
い

市
民
生
活
が
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
日
野
市
内
の
公
園
や
雑

木
林
、
街
路
樹
な
ど
の
木
々
も
紅
葉
の
季
節
と
な

り
、
秋
か
ら
冬
支
度
へ
と
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る

こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。

日
野
市
環
境
緑
化
協
会
は
、
日
野
市
に
お
け
る

都
市
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
都
市
の
緑
化
を

推
進
し
、
緑
と
清
流
を
守
り
、
う
る
お
い
豊
か
な

都
市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
公
益
財
団
法
人
で
す
。
緑
化
協
会
が
行
っ
て
い

る
事
業
と
し
て
は
、
花
壇
植
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
募
集
、
花
の
交
流
広
場
、
緑
化
講
習
会
、

菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
、
緑
の
作
文
集
、
緑
の
写
真
展
、

市
内
の
落
ち
葉
か
ら
つ
く
る
腐
葉
土
・
肥
料
の
販

売
、
市
内
公
園
や
公
共
施
設
へ
の
花
の
植
付
け
、

市
内
公
園
の
清
掃
管
理
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
緑
の
ま
ち
」
で
は
、
当
協
会
の
事
業
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
野
市
が
「
緑

が
う
る
お
い
、
豊
か
な
都
市
へ
と
発
展
す
る
こ
と
」

を
職
員
一
同
引
き
続
き
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
当
協
会
へ
の

ご
協
力
に
書
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

尾
崎

義
昭

理
事

長
あ

い
さ

つ
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「事業計画書・予算書」「事業報告書・決算書」については、緑化協会ホームページをご覧いただくか、緑化協会事務所に備え付けて
ありますので、お気軽にお越しください。

令令和和元元年年度度 決決算算

収
益

基本財産運用益 195,235円

事 業 収 益 22,987,700円

受 取 補 助 金 等 22,856,470円

受 取 寄 付 金 150,934円

雑 収 益 89円

経 常 収 益 計 46,190,428円

費
用 事 業 費 40,938,657円

管 理 費 5,252,019円

経 常 費 用 計 46,190,676円

令令和和��年年度度 予予算算

収
益

基本財産運用益 150,000円

事 業 収 益 22,971,000円

受 取 補 助 金 等 22,864,000円

受 取 寄 付 金 1,000円

雑 収 益 2,000円

経 常 収 益 計 45,988,000円

費
用 事 業 費 40,841,744円

管 理 費 5,146,256円

経 常 費 用 計 45,988,000円

理 事 長 尾 崎 義 昭

副理事長 国 分 知 子

常務理事 坂 田 勉

理 事 志 村 進 一

理 事 宗 昌 枝

理 事 小 笠 俊 樹

理 事 石 坂 昌 子

監 事 渡 辺 良 勝

監 事 榎 本 数 隆

評 議 員 垣 内 成 剛

評 議 員 奥 住 日出男

評 議 員 橋 本 栄 萬

評 議 員 井 上 敏 夫

評 議 員 加 納 秀 一

評 議 員 奥 住 登

役員名簿
（順不同）

花を観賞するために改良されたモモで、３

月中旬から一か月程度、可憐な花を咲かせま

す。日野市内でも日野中央公園（神明）や北

川原公園（石田）に植えられています。まだ

数メートル程の若木ですが、春のひととき是

非ご家族ご友人とお楽しみください。

緑化協会職員が公園の落ち葉を利用して作った腐葉土は、基準に基づき

適正に出荷・販売しています。

また（有機）乾燥肥料や（化成）固形肥料も販売していますので、是非

ご利用ください。

〈販売場所･時間〉緑化協会事務所：平日8：30～17：15

〈価 格〉腐 葉 土……800円（44�）、400円（20�）、100円（4�）

乾燥肥料……100円（400ｇ）

固形肥料…… 30円（160ｇ）

＊配達については、ご相談ください。
＊数に限りがあるので、１回の購入には数量制限があります。ご理解とご協力を
お願いします。

腐葉土・肥料 販売

今年も４月～５月を強化月間として取り組んだ

「緑の募金」は、東京緑化推進委員会に納入して

森林整備等の事業に使用されるほか、一部は当協

会にも還元されて、市内の花壇に四季の花々を植

付けるなど、多くの場面で役立っています。

皆さまの御協力ありがとうございました。

令和２年度募金総額（９月末現在）

1,392,514円

緑緑緑緑緑緑緑緑のののののののの募募募募募募募募金金金金金金金金

任期：令和２年６月18日～令和６年度定時評議員会終結時

任期：令和２年６月18日～令和４年度定時評議員会終結時

日野中央公園に咲くハナモモ

（令和元年 秋花壇：緑化協会前花壇にて）
緑化協会の職員が小さな苗から育てた菊、時には植付け時に
「HINO」をデザインするなど、サプライズも……

緑の募金還元金も利用する花壇

ハハ ナナ モモ モモ
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令 令 �令和�年度事業実績（その１）

※詳しくは、いずれも協会ホームページをご覧ください。（http://www.hinoryokka.org/）

７月11日（土）、市内小学生を対象に実施しました。

長い梅雨の一瞬の中休みのように日射しが出て、神明野

鳥の森公園での昆虫観察や採集を楽しめました。コロナ禍

の中、頑張る子どもたちの夏の思い出作りができました。

10月２日（金）日野緑進会より講師を迎え、庭木の手入

れの基礎を学びました。

サンプル枝を使用しての剪定実演はわかりやすく、実践

に役立つ情報が盛りだくさんでした。

子ども昆虫教室

庭木の手入れ講習会

中止した事業

今年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、以下の事業を中止させていた

だきました。

４月 緑のリサイクル

４～５月 ガーデニングコンテスト＆写真展

庭庭木木のの手手入入れれ

講講習習会会

子子どどもも昆昆虫虫教教室室

令令令令令令令令令和和和和和和和和和２２２２２２２２２年年年年年年年年年度度度度度度度度度 今今今今今今今今今後後後後後後後後後ののののののののの事事事事事事事事事業業業業業業業業業予予予予予予予予予定定定定定定定定定 ※写真は昨年度のもの

市内で集めた自然素材の稲わらや竹を使用し、お正月用のミニ門松を作る講習会です。

協会職員が作り方を丁寧に指導しますので、お気軽にご参加ください。

令和２年12月18日（金）

午前・午後の２部開催（各部定員15名）

応募方法：往復はがきに必要事項を明記の上、協会まで送付

応募締切：12月３日（木）必着

※広報ひの11月15日号掲載

稲わら・竹細工講習会

緑の写真展

日野市内でお気に入りの風景や、ご自宅できれいに咲い

たお花の写真などご出展ください。

テーマ ①日野の四季 ②わが家の緑

令和２年11月17日（火）～12月18日（金）

展示期間：令和３年１月５日（火）～15日（金）

展示場所：日野市役所１階市民ホール

※詳細は、広報ひの11月15日号（募集）12月15日号（写真展）掲載
※応募要領は、協会ホームページからダウンロードできます。

ガーデニングの基礎をしっかり理解しつつ、日

頃の疑問もここで解消！

●春の草花・家庭果樹の管理講習会

令和３年２月５日（金）

※詳細は、広報ひの１月15日号掲載予定

●ガーデニング講習会

令和３年３月５日（金）

※詳細は、広報ひの２月15日号掲載予定

緑化講習会

開催予定日

開催予定日

募集期間

開催日

緑緑緑緑緑緑緑
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令和�年度事業実績（その２）

応募総数

●市民一般の部

16名 25鉢

●老人クラブの部

10団体 100鉢

●小学校の部

11校 110鉢

賞 名
市民一般の部 老人クラブの部

小学校の部
ポットマムの部 スプレー菊の部 大菊の部 P･S菊の部 大菊の部

日 野 市 長 賞 岡部 清枝 田中 弘 該当なし 中部長生会 該当なし 旭が丘小学校

日 野 市議会議長賞 阿川 勉 船木ます子 川北クラブ 川北クラブ 滝合小学校

日野市教育委員会
教 育 長 賞

第六小学校

（公財）日野市環境
緑化協会理事長賞

天野 正次 小林 治郎 本吉 隆志 豊 寿 会 第七小学校

日野市老人クラブ
連 合 会 会 長 賞

親 和 会

日野市菊友会会長賞 山鼻 茂子 菊地 邦雄

東京南農業協同組合
代表理事組合長賞

前沢扶久子 峯岸 恵子 久和の美会

令和２年度 配布苗菊花コンテスト受賞者一覧 （敬称略）

配布先別に、市民一般の部、老人クラブの部、小学校の部の３部門で募集し、10月

30日（金）の審査で、下記の入賞者を決定しました。また、11月11日（水）に生活・

保健センター集会室にて表彰式も行いました。

市民一般の部 市長賞 老人クラブの部 市長賞 小学校の部 市長賞

審査風景

展示期間菊花コンテスト

菊菊菊菊花花花花事事事事業業業業ののののごごごご紹紹紹紹介介介介
日野市の花である「菊」の普及のため、緑化協会では菊花事業に取り組んでいます。

春から栽培して増やした菊苗を、一般市民、老人クラブ、市内小学校などに無料配布し、それを育て

てもらい、秋の「菊花コンテスト」に出品してもらうというものです。

毎年多くの方々のご協力のお陰で、美しく咲いた菊たちに出会える事に感謝し、ここに事業の内容を

ご紹介させていただきます。

配布に先立ち、日野市菊友会より講師を招き、７月17日

に「大菊の育て方講習会」、８月７日に「ポットマムとス

プレー菊の育て方講習会」を実施しました。

植付け方や水やりのコツ、病害虫の予防など詳しく教え

ていただき、大菊の講習会では、菊花コンテスト出品用の

苗の配布も行いました。

菊の育て方講習会

春から栽培した親苗を、「挿し芽」という方法で増やし、

８月19日（水）に老人クラブ、22日（土）に一般市民、26

日（水）には、市内の小学校や施設に、合計約6,000本と

育て方のテキストを配布しました。

ポットマム・スプレー菊苗の
無料配布

�

令和２年10月30日（金）～11月11日（水）
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緑化協会が担当している日野市内の花壇やプランターを３年にわたりご紹介させていただきましたが、今回で最終回とな

ります!!花壇用のお花は業者から購入したものと緑化協会の職員が育てたものがあります。職員たちが育てているお花をご

紹介しましょう。夏花壇はベゴニア・マリーゴールド・コリウス、秋花壇は赤白黄のカサギク、冬花壇は赤白のハボタン、

春花壇はノースポールです。種から育てたり、小さな苗から育てたりしていますが、きれいな

お花に育てるために、水やり、肥料、消毒など、お花を常に観察しながら、毎日

のお世話を欠かさず頑張っています。職員全員で手間暇かけて一生懸命育て

上げたお花たちを見て楽しんでいただけたらと思います。

皆さんもお部屋で玄関でお庭でベランダで、お花のある生活を楽しんで

くださいね!!

日日日日日日日日野野野野野野野野のののののののの花花花花花花花花壇壇壇壇壇壇壇壇・・・・・・・・ププププププププラララララララランンンンンンンンタタタタタタタターーーーーーーーののののののののごごごごごごごご紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介
最終回

菊菊菊花花花

今熊公園 鹿島台ふれあい広場 生活･保健センター 防災センター 七生中学校

京王線高幡不動駅から徒歩13分。

北野街道沿いを少し入った南平

３丁目の住宅街の中にある公園

です。花壇は１面あります。

京王線高幡不動駅から徒歩11分。

高幡不動尊が近くにあり、今熊

公園へも徒歩５分で行ける距離

にあります。花壇が２面ありま

す。

日野第一小学校のすぐ近くにある日

野市役所健康課、地域協働課、国

際交流協会、消費生活センター等

の建物です。入口正面付近に13基

のプランターがずらりと並んでいます。

日野市役所（本庁）のすぐ近く

にある日野神明郵便局の隣辺り

にあります。入口正面に２基の

プランターが設置されています。

七生中学校南側に面した道路の

フェンス沿いに設置された細長

い花壇です。七生中学校の生徒

さんが登下校中に見てくれてい

るでしょうか？

三沢台花壇 豊田団地 日野宿本陣 新選組のふるさと歴史館 新町交流センター

京王線百草園駅から徒歩で約15

分。川崎街道の三沢の信号交差

点を左折した坂道の途中にあり

ます。すぐ近くには神明谷戸公

園があります。

ＪＲ中央線豊田駅から車で約10

分のところにある、住宅街に囲

まれた花壇です。三角形に植栽

された低木の端と端に２面の花

壇があります。

ＪＲ中央線日野駅から徒歩10分。

プランターにさりげなく植えら

れた花達は、観光に来られた方々

をお出迎えしています。

ＪＲ中央線日野駅から徒歩15分。

（公財）日野市環境緑化協会と印

字された丸いプランターが２基

設置されています。

ＪＲ中央線日野駅から徒歩５分。

緑化協会からお配りしたお花を

職員の方にプランターへ植付け

てもらっています。

日野台高校 百草台自然公園 高幡台団地 多摩平第７公園 中央図書館

日野台高校西側の正門前の道路

を渡ったところに花壇がありま

す。低木があり少し見えづらい

かもしれませんが、ご覧くださ

い！

七生緑小学校の隣にある公園で

す。公園入口の両脇と公園内に

大きめの花壇が設置されていま

す。チューリップが咲く春頃が

特に素敵です。

京王線高幡不動駅から徒歩15分。

団地内に花壇が６面あります。

植付けられた花は大変見応えが

あり、団地の方々に楽しんでも

らっています。

JR中央線豊田駅北口から徒歩

６分。富士電機やイオンモール

多摩平の森の近くにある公園で

す。公園内に１面の花壇があり

ます。

JR中央線豊田駅南口から徒歩

６分。玄関付近のプランターに

植付けられ、職員の方の水やり

のおかげで元気に咲いています。

大坂上中学校 ハケ下公園 旭が丘中央公園

正門前に花壇はあります。生徒

たちの元気に頑張る姿を応援し、

見守っているようです。毎日お

花を見て、清々しい気持ちなっ

てほしいです。

京王線平山城址公園駅から徒歩

15分です。公園からＪＲ東日本

豊田車庫が見えます。花壇が１

面あります。

JR中央線豊田駅北口より徒歩12分。

公園内にある大きな時計台の下に

あるレンガで出来た５角形の花壇

です。日野中央公園にもこれによく

似た時計台のレンガ花壇があります。

市市民民ボボラランンテティィアア募募集集中中!!!!
お花に興味がある方、日野市内の公園等の

植付けにご協力頂けませんか？
緑化協会では季節ごとに公園や駅など沢山の公共

施設の花壇やプランターにお花を植付けしています。

植付けや水やり、草取りをお手伝いしてくださる方

をお待ちしております。花卉は緑化協会で支給しま

す。植付け場所や時期などお気軽にご相談ください!!

�� ５５８８５５ ４４７７４４００



ヒ
ヨ
ド
リ
と

と
も
に
生
き
る
ま
ち

日
野
第
六
小
学
校

四
年
四
組

臼
井

琳
子

私
の
家
に
は
、
毎
年
十
一
月
く
ら

い
か
ら
三
月
く
ら
い
に
か
け
て
ヒ
ヨ

ド
リ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

去
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
は
、
二

羽
の
ヒ
ヨ
ド
リ
が
毎
日
来
て
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
羽
は
、
少
し
太
っ

て
い
た
か
ら
「
マ
ル
ち
ゃ
ん
」
、
も

う
一
羽
は
、
あ
ま
り
特
ち
ょ
う
が
な

い
の
で
「
ヒ
ヨ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
名

前
を
つ
け
て
、
庭
に
や
っ
て
く
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ル
ち
ゃ
ん
も
ヒ
ヨ
ち
ゃ
ん
も
、

く
り
く
り
し
た
愛
ら
し
い
目
で
と
き

ど
き
こ
っ
ち
を
見
な
が
ら
、
キ
ン
カ

ン
を
一
生
け
ん
命
食
べ
て
い
て
、
と

て
も
か
わ
い
い
で
す
。
私
は
、
こ
の

様
子
を
み
て
、
ヒ
ヨ
ド
リ
は
、
く
だ

物
が
好
き
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
ほ
か
に
ど
ん
な
も
の
を

食
べ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
ヒ
ヨ

ド
リ
の
こ
と
を
調
べ
て
み
た
ら
、
ヒ

ヨ
ド
リ
が
農
作
物
を
食
い
あ
ら
す
が

い
じ
ゅ
う
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
マ
ル
ち
ゃ
ん
や
ヒ
ヨ
ち
ゃ

ん
が
、
農
家
さ
ん
た
ち
が
大
切
に
育

て
た
農
作
物
を
食
べ
て
い
な
い
か
、

心
配
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
学
校
で

は
、
日
野
市
の
農
家
さ
ん
が
育
て
た

野
菜
な
ど
が
給
食
に
出
ま
す
が
、
そ

の
農
家
さ
ん
た
ち
の
畑
を
マ
ル
ち
ゃ

ん
た
ち
が
食
い
あ
ら
し
て
い
る
様
子

が
目
に
う
か
ん
で
き
た
の
で
す
。
私

が
好
き
な
日
野
市
の
野
菜
は
、
小
松

菜
や
ト
マ
ト
で
す
。
日
野
市
の
野
菜

が
お
い
し
い
の
は
、
農
家
さ
ん
た
ち

が
大
切
に
育
て
た
か
ら
お
い
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
こ

ん
な
ふ
う
に
大
切
に
育
て
た
野
菜
を

ヒ
ヨ
ド
リ
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
ら
、

農
家
さ
ん
た
ち
も
悲
し
く
な
る
だ
ろ

う
し
、
私
も
悲
し
い
で
す
。

私
は
、
人
と
野
生
の
動
物
が
仲
良

く
く
ら
す
の
は
、
む
ず
か
し
い
こ
と

も
あ
る
な
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
で
も
、
大
好
き
な
ヒ
ヨ
ド
リ

と
農
家
さ
ん
た
ち
が
、
工
夫
し
な
が

ら
、
上
手
に
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て

い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

米
作
り
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と

潤
徳
小
学
校

六
年
二
組

小
野
寺
由
紗

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
日
野
市
は

自
然
が
豊
か
で
す
。
私
の
家
の
近
く

に
は
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
潤
徳
小
学
校

で
は
毎
年
五
年
生
が
授
業
で
米
作
り

を
し
ま
す
。
初
め
私
は
、
米
作
り
に

つ
い
て
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

米
作
り
は
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

例
え
ば
、
田
ん
ぼ
に
は
種
も
み
を

ま
か
ず
に
、
種
も
み
が
あ
る
程
度
成

長
し
て
、
苗
に
な
っ
て
か
ら
植
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
田
ん
ぼ
に
は

案
山
子
を
立
て
る
こ
と
で
す
ず
め
か

ら
お
米
を
守
る
の
で
す
。
い
つ
も
食

卓
に
並
ん
で
い
る
お
米
は
、
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
、
一
年
間
、
手
間
暇
か

け
て
よ
う
や
く
で
き
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
田
ん
ぼ
は
生
き
物
が
た
く

さ
ん
生
息
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
中

や
付
近
の
用
水
路
な
ど
で
、
カ
エ
ル

や
ザ
リ
ガ
ニ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や

ア
メ
ン
ボ
も
い
て
、
虫
が
苦
手
だ
っ

た
私
で
し
た
が
、
虫
た
ち
が
か
わ
い

く
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
田
植
え
は
と
て
も
貴
重
な
体

験
で
し
た
。
米
作
り
は
、
人
と
自
然

の
接
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。
米
作
り

の
授
業
を
通
し
て
、
自
然
と
触
れ
合

い
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
米
作
り
を
し
た

田
ん
ぼ
は
、
姉
が
米
作
り
を
し
た
田

ん
ぼ
と
は
別
の
場
所
で
し
た
。
昔
、

姉
が
米
作
り
を
し
た
田
ん
ぼ
は
、
宅

地
化
さ
れ
、
田
ん
ぼ
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
も
し
か
し

た
ら
私
が
米
作
り
を
し
た
田
ん
ぼ
も

数
年
後
に
は
宅
地
化
さ
れ
、
田
ん
ぼ

と
し
て
使
え
な
く
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
授
業
の
米
作
り
を
通
し
て
、

そ
の
大
変
さ
と
共
に
自
然
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
田
ん
ぼ
の
宅
地
化
が
こ

れ
か
ら
も
進
み
続
け
れ
ば
、
そ
れ
に

伴
っ
て
生
き
物
の
数
も
減
っ
て
し
ま

い
、
私
達
小
学
生
が
米
作
り
や
、
自

然
と
の
接
点
も
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、

自
然
の
大
切
さ
に
気
付
か
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
然
を
身
近
に
感
じ
、

日
野
市
の
自
然
を
守
る
た
め
に
も
、

こ
の
米
作
り
の
教
育
は
、
未
来
に
残

し
て
い
き
た
い
で
す
。

6

作作
文文
集集
「「「「「「「「 「「

緑緑緑緑緑緑緑緑 緑緑
のののののののの のの

まままままままま まま
ちちちちちちちち ちち

」」」」」」」」 」」

市
内
の
小
学
四
年
生
と
六
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た
作
文
に

二
、〇
四
一
名
の
児
童
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
今
年
も
七
名
の
審
査
委
員
に
よ
り
入
選
作
一
〇
〇

編
が
選
ば
れ
、
カ
ッ
ト
五
九
作
品
と
共
に
作
文
集
を
発
行
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
優
秀
賞
の
中
か
ら
三
作
品
と
審
査
委
員
長
の
講

評
を
掲
載
し
ま
す
。



7

作
文
集
「「「「「「「「「

緑緑緑緑緑緑緑緑 緑
ののののののののの

ままままままままま
ちちちちちちちちち

」」」」」」」」」

緑
を
守
れ
る
人
達
へ

日
野
第
五
小
学
校

六
年
三
組

星
野

燈

「
今
日
遊
べ
る
人
公
園
に
来
て
ー
。」

私
達
は
常
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
っ

て
「
多
摩
平
第
一
公
園
」
で
遊
ん
で

い
る
。

こ
の
公
園
は
広
く
、
老
若
男
女
問

わ
ず
に
い
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
だ
。

ま
ず
、
私
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
ス
ペ
ー

ス
は
遊
具
が
多
く
、
校
庭
み
た
い
な

広
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
遊
具

は
小
さ
い
子
た
ち
や
私
た
ち
の
よ
う

な
高
学
年
も
遊
べ
、
配
置
が
ち
ょ
う

ど
良
い
。
次
に
、
グ
ラ
ン
ド
と
呼
ば

れ
る
原
っ
ぱ
だ
。
グ
ラ
ン
ド
は
私
た

ち
く
ら
い
の
年
齢
の
少
年
が
、
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
家
族
連
れ
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も

で
き
る
所
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も

高
齢
の
方
も
ゆ
っ
た
り
で
き
る
散
歩

コ
ー
ス
も
あ
り
、
公
園
は
い
つ
も
年

齢
問
わ
ず
賑
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

支
え
て
い
る
の
が
緑
の
豊
か
さ
だ
と

思
う
。
こ
の
公
園
の
人
気
の
理
由
は

緑
が
ち
ゃ
ん
と
手
入
れ
さ
れ
て
い
て

ど
こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
も
緑
が
あ
り
、

か
つ
、
遊
び
や
す
く
し
て
い
る
こ
と

だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
公
園
の
良
さ
が
、
何

年
も
保
た
れ
て
い
る
の
は
裏
で
大
人

が
緑
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

私
は
、
こ
の
中
の
一
人
の
お
じ
さ
ん

を
知
っ
て
い
る
。
お
じ
さ
ん
は
夜
に

掃
除
や
ご
み
拾
い
、
更
に
は
落
書
き

消
し
を
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
お
じ

さ
ん
に
、

「
何
故
夜
な
ん
で
す
か
。」

と
聞
い
た
ら
、

「
み
ん
な
が
い
る
昼
間
に
堂
々
と
や

る
よ
り
も
、
夜
に
陰
で
や
る
方
が
み

ん
な
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
よ
。

そ
れ
に
カ
ッ
コ
い
い
し
ね
。」

と
笑
っ
て
答
え
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
公
園
の
緑

や
清
潔
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
、

緑
豊
か
な
公
園
の
良
さ
を
保
っ
て
い

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。
だ
か

ら
私
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
よ

う
に
緑
を
守
れ
る
人
に
な
り
た
い
。

そ
の
為
に
、
こ
こ
の
良
さ
を
自
分
た

ち
で
示
す
等
、
子
供
た
ち
で
も
で
き

る
こ
と
を
編
み
出
し
、
自
分
で
も
こ

な
し
、
そ
の
方
法
を
人
々
に
伝
え
、

緑
を
守
れ
る
人
が
増
え
て
い
け
ば
な

と
思
う
。

日
野
市
環
境
緑
化
協
会
主
催

の
作
文
集
「
緑
の
ま
ち
」
に
、

今
年
度
は
日
野
市
内
十
七
校
の

四
年
生
と
六
年
生
が
、
二
千
四

十
一
点
の
作
品
を
寄
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
例
年
よ
り
短
い

夏
休
み
で
し
た
が
、
そ
の
間
に
、

日
野
市
の
緑
や
環
境
問
題
な
ど

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
作
文

に
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
審
査
委
員
七
名
は
、

応
募
作
品
を
丁
寧
に
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
、
作
文
集
「
緑
の
ま

ち
」
に
掲
載
す
る
作
文
を
選
出

し
ま
し
た
。

こ
の
作
文
集
の
大
き
な
テ
ー

マ
は
、
「
緑
の
ま
ち
」
で
す
。

日
野
市
の
自
然
や
身
近
に
棲
息

し
て
い
る
小
動
物
・
淡
水
魚
な

ど
に
つ
い
て
、
子
供
ら
し
い
感

覚
や
感
性
で
見
つ
め
て
思
っ
た

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
日
野
市
の
環
境
問

題
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う

な
願
い
を
抱
い
て
い
る
の
か
な

ど
、
児
童
の
思
い
や
考
え
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
、

日
野
市
の
丘
陵
や
河
川
、
用
水
、

公
園
、
樹
木
、
草
花
、
鳥
、
魚
、

虫
、
空
気
、
歴
史
等
に
直
接
触

れ
た
り
、
様
々
な
自
然
体
験
や

農
業
体
験
、
清
掃
活
動
な
ど
に

か
か
わ
っ
た
り
す
る
機
会
を
た

く
さ
ん
も
っ
て
い
る
こ
と
に
も

驚
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、

日
野
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
身
近
な
所
で
自
然
体
験
が

で
き
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
も
確

認
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
七
月

に
、
一
年
生
の
児
童
が
学
校
の

敷
地
内
で
タ
マ
ム
シ
を
捕
ま
え

て
、
私
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

生
き
て
い
る
タ
マ
ム
シ
を
手
に

取
っ
て
じ
っ
く
り
見
た
の
は
、

五
十
年
ぶ
り
く
ら
い
で
す
。
私

は
、
そ
の
美
し
さ
と
身
近
な
所

に
タ
マ
ム
シ
が
い
た
こ
と
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
児
童
が

「
こ
れ
は
、

ヤ
マ

ト
タ
マ

ム
シ

だ
よ
。
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
吉
丁
虫
と
も
呼
ば

れ
、
幸
運
を
知
ら
せ
る
虫
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

結
び
に
、
こ
の
作
文
集
「
緑

の
ま
ち
」
が
、
多
く
の
皆
様
に

お
読
み
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
児
童
が
作
文
を

応
募
す
る
に
あ
た
り
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
、
学
校

の
先
生
方
、
関
係
者
の
皆
様
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
緑
の
ま
ち
」
に
凝
縮
さ
れ
た
思
い

日
野
市
立
潤
徳
小
学
校
校
長

竹
山

弘
志

審
査
委
員
長
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取 材 日 記
私たちが公園紹介の取材をさせていただくようになって３年が経ちました。毎年、少し緊張しながら公園に向かうのです

が、皆さんの優しい笑顔に出会うとホッとした気持ちになります。取材は残暑の頃、公園の環境は、ものすごい暑さ、湿気、

そして蚊等の虫の攻撃など過酷な中で頑張っておられることを身をもって体験しました。活動の中で嬉しかったこと苦労さ

れていること等お話を伺いながら、人とのつながりの重要性、公園を美しく保つことや愛護会活動を継続していくことの大

変さ等様々なことを学ばせていただくようになりました。事務所の中でゴミの報告をお受けする時、取材させていただくよ

うになってからは皆さんの頑張っている姿が目に浮かび、更に感謝の気持ちがうまれ、やはり現場の様子を知ることは大切

だと実感するようになりました。同じ目的に向かって積極的に地域貢献に取り組むことは本当に素晴らしいことだと思いま

す。私も将来皆さんのようになりたいです！地域貢献をしてくださっているすべての皆さま、心から感謝申し上げます。こ

れからもどうぞよろしくお願いいたします。

これまでの日常が音を立てて崩れた今年、自

分にとって必要な『事・物・人』を改めて実感

した場面も多かった様な気がする。見えない敵

と戦いながら、自分の周りに目を凝らすと…遥

か彼方の宇宙に瞬く土星の環のように、自分の

日常を幾重にも支えてくれる存在があった。医

療現場や文化も然りだ！

緑化協会もまた人々の日常に僅かな癒しをお

届けできる存在になりたい。明るい未来のため

に！ 【K・A】

サザンカは漢字で書くと「山茶花」。開花時期は10月から年明け

ぐらいまでの冬を代表する花です。童謡や歌謡曲にもしばしば登場

し、日野市と縁が深い巽聖歌の「たきび」の二番♪「サザンカ、サ

ザンカ、咲いた道……」は誰もが口ず

さめる歌詞です。

コロナ禍がなかなか収まらない昨今

ですが、寒さの中で凛と咲くサザンカ

の花を見に公園に出かけてみませんか。

（表紙は市民の森スポーツ公園）

【T・S】

大大久久保保公公園園
多摩動物園に隣接し、高台の住宅街の一角に

あるとにかく眺望が素晴らしい公園です。公園内
のベンチからの景色も最高で、ここから更に階段

を登るとかたらいの路や南平丘陵散策コースに繋がっ
ており、樹々等に遮られることなく八王子から立川
方面まで約180度に広がる空と景色を楽しむことが
出来ます。晴れた日には富士山を眺めることが出
来、ダイヤモンド富士を見に来られる方や夜景
観賞を楽しみに来られる方もおられるそうです。
この公園を長年に亘り清掃してくださって

いるのは、この近くにお住まいの自治会メンバーです。公園愛護会
として活動を開始された当時は自治会の役員メンバーで構成され
ていたそうです。現在はその当時の方は一人もいらっしゃらない
とのことですが、みはらし公園はみなみが丘自治会の地域のメ
ンバーで清掃していきましょう！という考えを継承されてい
るそうです。メンバーが減少し５,６年前に辞めようかとい
う話も出たことがあったようですが、少しずつ前向きに頑
張っているうちに、今年度から数人の女性方が入会、
そして愛護会唯一の男性も入会され、会員が倍になっ
たことで清掃が以前より短時間で片付くようになっ
たり、男性に剪定作業等お願いするとササっとこ
なしてくれると喜んでおられました。月２回の清
掃は地域の情報交換など様々な会話を通じて
良いコミュニケーションの場となっているそう
で、和気あいあいととても賑やかで、私も
愛護会の一員だったかと思うほどの和やか
な空気で包んでいただきました。「今ま
で続けてきてよかったです。」これは15
年程取りまとめをしてくださっている
方の言葉です。長年清掃されてい
るからこその深みのある言葉で、
大変印象深く、とても素敵だなぁ
と思いました。

みみははららしし公公園園

実践女子大学日野キャン
パスの南側に位置し、東側の

崖下を走る中央線を上から眺
められるスポットです。
桜などの大木が多く植栽されて

いる割に、見通しと風通しが良く、
通りかかったら思わず「ちょっと寄っ
て行こうかな」
という気分にな
る公園です。
地域の方たちのふ

れあいの場としても
重宝されていて、春の
お花見、夏は地域のお祭
りやイベント、秋は近隣の施設の運動会など笑い

声や笑顔の絶えない場所になっています。
この公園は、近隣の自治会の有志のみなさんが、

清掃や除草、側溝掃除から遊具の点検などを行ってい
て、活動を始めたのはなんと30年以上も前の事で、そ
こから自然にバトンを受け継ぎ、現在に至るそうです。
夏の盛りの除草、秋冬の落ち葉掃き、台風の後の清掃

など、決して楽ではないと思いますが、「地域の先輩方に可
愛がっていただいたので、恩返しに」とむしろ和気あいあい
と楽しそうに活動されているのがとても印象に残りました。
また、民生委員の方もメンバーの一員で、困ったことなど気

軽に相談できたり、安否確認の場にもなっているそうです。
子どもの頃に日が暮れるまで駆け回った公園、家族でお花見に来

た思い出の公園、少し時間ができてのんびり日向ぼっこした公園、な
ど、自分でも気がつかないうちに、思い出が増えてい
くのが地域の公園ですが、ここ大久保公園は、長い

間いつも優しい目で見守られていてとてもうらやまし
く、またそんな公園作りに貢献してくださるみなさんに
感謝の気持ちで溢れた初秋の一日となりました。

編編 集集 後後 記記
表表表紙紙紙のののはははなななししし『『『サササザザザンンンカカカ』』』


